化学変化の計算・質量保存の法則１
【１】

①銅4gは酸素1gと化合します。では、銅20gは酸素何gと化合しますか。またこのときに

できる酸化銅は何gですか。

②マグネシウム3gは酸素2gと化合します。では、酸素6gと化合するマグネシウムは何g

ですか。また、このときできる酸化マグネシウムは何gですか。

③銅16gは酸素4gと化合します。では、銅40gは酸素何gと化合しますか。またこのときに

できる酸化銅は何gですか。

④マグネシウム6gは酸素4gと化合します。では、酸素2gと化合するマグネシウムは何g

ですか。また、このときできる酸化マグネシウムは何gですか。

⑤鉄10gは酸素6gと化合します。では、酸素15gと化合する鉄は何gですか。

ですか。また、このときできる酸化鉄は何gですか。

⑥水18gを電気分解すると2gの水素が発生します。では水90gを電気分解すると何g

　の水素が発生しますか。また酸素は何g発生しますか。

【２】銅と酸素は4：1の質量で、マグネシウムと酸素は3：2の質量で化合します。

　　次の問いに答えなさい。

(1)銅8gと酸素5gを反応させた。このとき反応せずに残ったのはどちらで何gか。

(2)マグネシウム9gと酸素4gを反応させた時に酸化マグネシウムは何gできるか。

(3)銅6gを加熱し、酸素と化合したら7gになった。このとき未反応の銅は何gか。

(4)銅13gを酸素と反応させたら15gになった。このとき未反応の銅は何gか。

(5)銅12gを燃焼したら14gになった。このとき未反応の銅は何gか。

(6) マグネシウム8gを燃焼したら10gになった。このとき未反応のマグネシウムは何gか。

(7) マグネシウム10gを燃焼したら16gになった。このとき未反応のマグネシウムは何gか。

化学変化の計算・質量保存の法則２
【１】

①銅4gは酸素1gと化合します。では、銅24gは酸素何gと化合しますか。またこのときに

できる酸化銅は何gですか。

②マグネシウム3gは酸素2gと化合します。では、酸素12gと化合するマグネシウムは何g

ですか。また、このときできる酸化マグネシウムは何gですか。

③銅16gは酸素4gと化合します。では、銅32gは酸素何gと化合しますか。またこのときに

できる酸化銅は何gですか。

④マグネシウム6gは酸素4gと化合します。では、マグネシウム3gと化合する酸素は何g

ですか。また、このときできる酸化マグネシウムは何gですか。

⑤鉄5gは酸素3gと化合します。では、酸素12gと化合する鉄は何gですか。

ですか。また、このときできる酸化鉄は何gですか。

⑥水18gを電気分解すると2gの水素が発生します。では水54gを電気分解すると何g

　の水素が発生しますか。また酸素は何g発生しますか。

【２】銅と酸素は4：1の質量で、マグネシウムと酸素は3：2の質量で化合します。

　　次の問いに答えなさい。

(1)銅8gと酸素4gを反応させた。このとき反応せずに残ったのはどちらで何gか。

(2)マグネシウム10gと酸素4gを反応させた時に酸化マグネシウムは何gできるか。

(3)銅12gを加熱し、酸素と化合したら14gになった。このとき未反応の銅は何gか。

(4)銅20gを酸素と反応させたら22gになった。このとき未反応の銅は何gか。

(5)銅8gを燃焼したら9gになった。このとき未反応の銅は何gか。

(6) マグネシウム9gを燃焼したら13gになった。このとき未反応のマグネシウムは何gか。

(7) マグネシウム24gを燃焼したら34gになった。このとき未反応のマグネシウムは何gか。

解答・解説

◇化学変化が起きるときの質量はいつも同じ割合になっている。

　銅：酸素：酸化銅＝4：1：5
←絶対暗記しよう。

　銅4g＋酸素1g→酸化銅5gという意味。

　マグネシウム：酸素：酸化銅＝3：2：5

◇倍（割合）の考え方などで解く。(比を使ってもよい)


化学変化の計算・質量保存の法則1

【１】　
この問題では銅：酸素＝4：1を知らなくても解けるようになっている。


①　
　銅　＋　酸素　→　酸化銅


[基本形]　4g　＋　　1g



　　　　(5倍)


[ 今回 ]　20g＋　　　g


　銅：酸素＝4：1と比べて今回の銅20gは20÷4＝5倍なので酸素も5倍必要。


　酸素は1g×5倍＝5g
銅の重さ＋酸素の重さ＝酸化銅の重さなので


　酸化銅は20＋5＝25g

酸素5g、酸化銅25g

②[基本形]　3g　＋　　2g

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　(3倍)


　[ 今回 ]　　　g　＋　6g






マグネシウム9g、酸化マグネシウム15g

③銅40gは銅16gの40÷16＝2.5倍。酸素は4g×2.5倍＝10g






酸素10g、酸化銅50g


④マグネシウム3g、酸化マグネシウム5g

⑤鉄25g、酸化鉄40g

⑥90÷18＝5倍なので、水素は2g×5倍＝10g

　
　酸素は90－10＝80g

　水素10g、酸素80g
【２】※材料のうちのどちらかが余る問題では、ぴったり使い切る材料の方を基本形と比べる。


①ここでは酸素が余ってしまうので、銅8gをもとに基本形と比べる。


　基本形：銅4g：酸素1g


　今回　　：銅8g：酸素□g


　今回の問題は基本形の2倍の銅があるので酸素も1gの2倍の2g使う。


　残った酸素は、5g－2g＝3g



酸素が3g

②ここではマグネシウムが余ってしまうので、酸素4gを基本形と比べる。


　酸素4gと反応するマグネシウムは6gなので、6＋4＝10g
10g

③銅6gの中には反応する銅と反応しない銅が混じっているので計算できない。


　化合してできた7gの中にも、未反応の銅と反応した酸化銅が混じっているので、


　計算できない。　→　酸素の質量を基本形と比べる。


　増加したのは7－6＝1gで、これが化合した酸素の質量。


　酸素が1g化合したということは、4：1なので銅は4gが反応した。


　はじめの銅6gのうち4gが反応したので、未反応の銅は6－4＝2　　　2g

④化合した酸素は15－13＝2g


　2gの酸素と化合する銅は8gなので、未反応の銅は15－8＝5
　　　5g

⑤4g

⑥5g

⑦1g
参考

◇銅は酸化されにくいので、酸化を止めると未反応の銅が残る。マグネシウムは非常に酸化されやすく、実験開始1～2秒で酸化反応がほぼ完了し、未反応のマグネシウムは残らないことが多い。

◇水素1gは体積にすると約12ℓになる。実際に実験室（理科室）で12ℓも集めるには数十分～数時間かかるし、12ℓも集めると大きな爆発の危険がある。

化学変化の計算・質量保存の法則２
【１】
①6g、30g


②18g、30g


③8g、40g


④2g、5g


⑤20g、32g


⑥6g、48g

【２】
(1)酸素、2g


(2)10g


(3)4g


(4)12g


(5)4g


(6)3g


(7)9g

